






















桐蔭法学 25 巻 2 号（2019 年）
2
度で、若手を中心に隔年で一人ずつテュービンゲン大学に行かせてもらった。
留学経験のないものが多かったので、たいへん有り難い制度であった。創設
されて間もない法学部は、足りないものばかりであり、村上先生は少しでも
研究環境を整えるべく、いろいろと考えて下さっていた。
トップクラスの国立大学の学生と、歴史の浅い小規模私大の学生とでは、
だいぶ気質も異なる。村上先生も、最初のうちはご苦労されていたのではな
かろうか。ある時、授業から戻ってきた先生が電池式のメガホンを持ってい
るのを見て、どうされたのか聞くと、声が聞こえないと学生から言われるの
でメガホンを使って講義していると仰っていた。もちろん、大教室ではマイ
クとスピーカーの設備があるが、小教室には無く、そのためメガホンを持参
して授業をしてらしたようだ。それほど先生の声は小さくなく、十分に地声
で聞こえているはずだが、教員を困らせたがる学生が時折いる。先生も、学
生達に対応すべく工夫されていたようだ。
ある年の暮れ、駐車場で見かけた村上先生の表情がたいへん重く、声をか
けそびれたことがある。翌春には法学部長に就任されていたので、おそらく
は学部長就任を打診され、断り切れなくなっていた頃のことかと思う。先生
は、桐蔭に赴任する際に、行政的な役職は免除してもらえるとの約束であっ
たと聞いている。当時の鵜川理事長も、他の方を探していたようだが、どう
にもならなくなったのか。桐蔭のような小規模な大学で学部長に就任すれば、
仕事の量が多く、研究時間をとれなくなることが明白であり、村上先生も学
部長職だけは避けたかったのだろう。
学部長に就任されてからは、学科長を務めていた山城崇夫教授がたいへん
な心配りを見せ、村上先生にご苦労をかけないようにしていた。しかし、山
城教授が病のため休職され、その後は村上先生がきびしい表情をしているの
をたびたび見かけた。若輩者の私は、なにも力になれず、情けなく思ったこ
とを覚えている。
2006 年に小島武司教授が桐蔭に着任され学部長職を引き受けてからは、
村上先生も行政的な仕事から解放され、再び、学問に専念できるようになっ
村上淳一先生を偲んで（内ヶ崎 善英）
3
た。翌 2007 年には、終身教授に就任された。何年か後に、「終身といっても
仕事ができなくなったら、退職だそうですよ」と笑って仰っていらした。
そうして、退職したら翻訳をやりたいと仰っていた。翻訳の難しさとおも
しろさについて語って下さった。『権利のための闘争』は名訳と言われてお
り、村上先生ほどの研究者が再び翻訳作業に専念することを楽しみにされて
いたのがたいへん印象的であった。先生は、退職後、翻訳に専念されたので
あろう。学問の楽しさと苦しさをよくご存知だったのだろうと思う。私たち
にとって憧れの人であった。
桐蔭横浜大学には、メモリアルアカデミウムと呼ばれる施設がある。横浜
地裁から移築された旧陪審法廷とともに、サヴィニー文庫がその中核となっ
ている。カール・フォン・サヴィニー（1779–1861）は、近代民法学の基礎
を築いた法学者であり、その蔵書のおよそ 3分の 1がここに収められている。
羊皮紙を用いた書籍もあり、厳重な温湿度管理の下に保管され、研究者の利
用に供されている。言うまでもなく、歴史の浅い大学がこのような貴重な図
書を蔵書に加える機会はきわめて稀であり、その機会を逃さず入手できたの
は、村上先生が当時の鵜川理事長を説得し、チャンスを活かすことができた
からにほかならない。
サヴィニー文庫と並んで、村上淳一先生の寄贈された図書も配架されてい
る。まさに「知」の歴史を感じさせる場所となっている。
本号は、村上淳一先生を追悼して、先生の謦咳に接した桐蔭法学部の教員
諸氏による論説や追想文をまとめたものである。
執筆者一同、先生への感謝の気持ちをこめるとともに、尽きることのない
学問的情熱を受け継いでいく道標としたい。
（うちがさき・よしひで　桐蔭横浜大学法学部長）
